
役　職　名 氏　　名 所　属　団　体　等

顧　問 安藤　久 学識経験者

会　長 相川　敏子 民生児童委員協議会

副会長 川上　孝江 　〃

　〃 桃尾　英宣 町会長会

　〃 黒川　実男 小域福祉NW（青葉台小）

会計部長 桐谷　徹 民生児童委員協議会

　〃担当 田丸　惠子 　〃　（主任児童委員）

事業部長 小泉　豊 町会長会

　〃副部長 水田　葉子 子育て家庭支援員協議会

　〃副部長 山本　芳夫 民生児童委員協議会

事務部長 本多　みつ子 更生保護女性会

　〃担当 吉成　正司 町会長会

理　事 窪園　正二 　〃

　〃 田中　功夫 　〃

　〃 石井　直 　〃

　〃 刈米　義文 民生児童委員協議会

　〃 鮎川　典雄 　〃

　〃 佐藤　繁 　〃

　〃 安藤　敏子 　〃

　〃 大山　加代子 　〃

　〃 田丸　浩 　〃

　〃 青木　律子 　〃

　〃 窪園　和子 　〃

　〃 切替　みどり 　〃

　〃 田丸　貞子 　〃

　〃 齊藤　浩子 　〃　（主任児童委員）

　〃 田丸　榮一 小域福祉NW（姉崎小）

　〃 川又　昇造 　〃　　  （明神小）

　〃 岩撫　幸子 食生活改善協議会

　〃 藤沢　朝代 子育て家庭支援員協議会

　〃 早坂　貴子 　〃

　〃 中島　宗光 遺族会

　〃 坂本　範子 更生保護女性会

　〃 鈴江　順子 　〃

　〃 坂本　宏美 明るい選挙推進協議会

　〃 中島　光孝　 地域包括（たいよう）

　〃 玉井　静子 地域包括（しおみ）

　〃 中西　英広 青少年相談員連絡協議会

　〃 高島　直彦 企業（JFE溶接鋼管）

　〃 諏訪　孝明 姉崎公民館

　〃 市川　博文 地域行政機関

監　事 進藤　和江 保護司会

　〃 寺田　喜昭 町会長会

姉　　崎　　地　　区　　役　　員

第52号（1） そ よ 風 令和元年7月1日

三
ヶ
郷
町
会
長

石
井

直

今
津
朝
山
連
合
町
会

は
、
内
出
、
宿
、
三
ヶ

郷
の
３
地
区
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
区

に
は
そ
れ
ぞ
れ
町
会
長

が
い
て
、
今
津
朝
山
連

合
町
会(

以
下
、
町
会

と
略
記)

と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

代
表
町
会
長
が
３
地

区
全
体
を
統
括
、
会
計

町
会
長
は
町
会
費
の
管

理
、
土
木
町
会
長
は
環

境
整
備
、
防
犯
灯
の
整

備
、
ゴ
ミ
箱
等
の
更
新
・

整
備
を
し
て
い
ま
す
。

町
会
は
、
各
地
区
選

出
の
役
員
27
名
で
議
長
、

幹
事
、
総
務
、
土
木
、

環
境
整
備
、
防
犯
・
街

灯
、
防
災
・
消
防
、
体

育
振
興
を
分
担
し
て
い

ま
す
。

町
会
の
活
動
で
最
も

重
要
視
し
て
い
る
の
は
、

安
全
と
環
境
整
備
で
す
。

安
全
に
つ
い
て
は
、
夜

間
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

防
犯
灯
の
点
検
な
ど
で
、

異
常
が
あ
れ
ば
市
に
連

絡
し
、
改
善
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
環
境
整
備
は
、

年
２
回
実
施
の
町
内
一

斉
清
掃
で
す
。
毎
年
４

月
と
７
月
に
町
会
全
員

で
町
内
の
除
草
、
危
険

個
所
の
点
検
、
ゴ
ミ
の

回

収

等

を

し

て

い

ま

す
。さ

ら
に
、

千

種

地

区

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
全
面
的
に
協
力
し
、

千
種
地
区
に
お
け
る
福

祉
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

す
べ
く
、
各
種
活
動
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
行
事
と
し

て
、
千
種
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
町
会
役
員
総

出
で
協
力
し
、
模
擬
店

の
出
店
、
安
全
対
策
等

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
津
朝
山
連
合
町
会

は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
安
全
と
環
境
整
備
、

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
注
）
千
種
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、
千

種
地
区
会
設
立
の
た
め
、

千
種
地
区
13
町
会
で
構

成
。
内
出
、
宿
、
三
ヶ

郷
の
３
町
会
も
含
ま
れ

ま
す
。

発 行

姉 崎 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

事務局 姉崎保健福祉センター内

（アネッサ）

市原市椎津1131

TEL 0436(62)8601

姉 崎 地 区（前年同期比）

世帯数 14,292 世帯(+139)

人 口 29,211 人(-129)

男 15,306 人( -42)

女 13,905 人( -87)

平成31年4月1日現在

日
頃
よ
り
地

域
の
皆
様
の
ご

尽
力
を
頂
き
な

が
ら
、
本
会
の

事
業
が
運
営
で

き
ま
す
こ
と
に

改
め
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
る
記

念
の
年
に
、
引
き
続
き
二
期
目

と
な
る
会
長
を
お
引
き
受
け
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
繋
が
り

を
活
か
し
て
、
住
民
主
体
の
地

域
づ
く
り
、
地
域
で
の
支
え
合

い
、
見
守
り
、
姉
崎
地
区
の
地

域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た
め

に
努
め
る
所
存
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
姉
崎
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
今
年
度
の
基
本
計

画
を
①
第
二
層
協
議
体
（
生
活
支

援
等
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
）

の
構
築

②
地
区
行
動
計
画
事
業

③
地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し
に
向

け
て
の
意
見
交
換
会

④
地
区
防

災
計
画
に
関
わ
る
勉
強
会

の

４
つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
小
学
校
区
小
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
会

議
や
有
秋
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
交
流
会
も
開
催
し
、
他

組
織
・
団
体
と
の
横
の
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま

す
「
通
い
の
場
」
も
好
評
を
得

て
お
り
、
よ
り
充
実
し
た
内
容

で
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

「
相
談
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
深

刻
な
相
談
だ
け
で
な
く
、
お
し
ゃ

べ
り
程
度
な
話
で
も
気
楽
に
立

ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場

所
に
し
て
い
き
ま
す
。

姉
崎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
新
元
号
「
令
和
」
の
よ
う

に
、
「
明
日
へ
の
希
望
と
共
に

日
本
人
一
人
ひ
と
り
が
大
き
な

花
を
咲
か
せ
る
」
と
の
願
い
を

受
け
て
、
地
域
の
み
ん
な
で
支

え
合
い
、
助
け
合
い
の
あ
る
ま

ち

づ
く

り
を

目
指

し
て
前

進
し

て
ま
い

り
ま
す
。

第52号（4） そ よ 風 令和元年7月1日

姉
崎
地
区
町
会
長
会
役
員

会

長

桃
尾

英
宣

（
新
宿
）

副
会
長

吉
成

正
司

（
青
葉
台
六
丁
目
）

副
会
長

窪
園

正
二

(

富
士
見
第
二
）

会

計

田
中

功
夫

（
青
葉
台
四
丁
目
）

監

事

寺
田

喜
昭

（
下
田
）

監

事

小
泉

豊

（
山
新
）

監

事

石
井

直

（
三
ヶ
郷
）

代
表
顧
問

廣
瀬

保
夫

（
姉
崎
仲
町
）

ご寄付をいただきました

橘 無我（妙経寺住職）様

ありがとう

ございました

８４，０００円

姉崎地区社会福祉協議

会の活動費として、皆さ

まからの賛助金が重要な

資金源になります。

「アネッサ」が窓口に

なりますので、団体・個

人を問わず、皆様のご協

力をお願いします。

賛助会費に

ご協力を！

昨
今
、
高
齢
の
運
転
者
に
よ

る
事
故
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

70
歳
を
過
ぎ
た
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
に
、
安
全
な
運
転
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
、
運
転
免
許

更
新
時
に
、
高
齢
者
講
習
（
70

～
74
歳
と
75
歳
以
上
の
２
通
り
）

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

教
習
所
の
予
約
取
得
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
講
習
は
免
許
証
有
効

期
限
半
年
前
か
ら
受
講
で
き
ま

す
。
案
内
の
ハ
ガ
キ
が
来
る
前

に
、
余
裕
を
持
た
せ
て
予
約
を
。

高
齢
者
に
と
っ
て
優
し
い
制

度
を
見
つ
け
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
・
・
・

４月２０日の総会において姉崎地区
社会福祉協議会の役員が承認されました！

「令和元年度の姉崎地区町会長会のメンバーです」

姉崎地区には３９の町会があります。

各町会の活動が円滑に行えるよう役員一同、

力を合わせて頑張ります。

姉崎地区社会福祉協議会会長 相川 敏子

の

子連れヨガ体験

今
津
朝
山
連
合
町
会

チーバくんとお楽しみ会

令

和

千種フェスティバル 連合町会盆踊り



繰越金 531,288
市社協支出金 1,777,902
賛助会費収入 317,000
寄付金収入 89,000
雑収入 480,660

合計 ① 3,195,850
運営費 241,480
基本事業費 1,287,957
先駆的事業費 60,031
敬老会事業費 0
自主事業費 143,308
共済事業費 410,000
予備費 0

合計 ② 2,142,776
1,053,074

繰越金 1,053,074
市社協支出金 1,747,800
賛助会費収入 250,000
寄付金収入 1,000
雑収入 471,100

合計 3,522,974
運営費 250,000
基本事業費     1,316,000
先駆的事業費    60,000
第２層協議体運営費 160,000
地区社協運営経費 160,000
自主事業費     280,000
共済事業費     410,000
新規事業費 350,000
予備費 536,974

合計 3,522,974

支
出
の
部

収
入
の
部

        平成３０年度決算   （円）

支
出
の
部

次年度繰越金（①－②）

         令和元年度予算    （円）

収
入
の
部

姉崎地区合同    アネッサ   １１月２３日（土・祝）

ふれあい会食会　　（原則第４水曜日）会場：姉崎公民館

        期  日       行 事 内 容
R元年    7月24日  シニアの交通安全教室

8月28日 体操/介護保険制度の申請と利用方法
9月25日 男声コーラスの魅力

10月23日 痛みとしびれについて
11月20日 沖縄舞踊鑑賞
12月11日 うた/お楽しみ会

R２年    1月22日  リコーダーと歌おう
2月26日 体操とフラダンス
3月11日 脳トレに挑戦！（タブレットを使って）

ふれあい茶話会　　（原則第２金曜日）会場：アネッサ

期  日 行 事 内 容
R元年    7月12日 民謡と踊り

           8月  2日 脳トレーニング
9月13日 歌声サロン（ウクレレ）

             10月  4日 日本舞踊
             11月  8日 アコーディオン
             12月  6日 琉球唄と三線

R２年    1月10日  クラシックギター
               2月  7日 お話ゲーム、折り紙

3月13日 だまされないための講座

子育てサロンわくわく　（原則第３金曜日）会場：姉崎公民館

期  日 行 事 内 容
R元年    7月19日 歌のお兄さんと遊ぼう

8月16日 ３B体操体験
9月20日 手形をペッタン

10月18日 ミニ運動会
11月15日 保育士さんと遊ぼう
12月20日 クリスマス会

R２年    1月17日  かんたん紙工作
2月21日 ミニコンサート（マリンバ）
3月13日 ベビーマッサージ体験

広報誌 そよ風 　  　（年２回発行）

R元年   7月1日 「そよ風」 第５２号
12月1日 「そよ風」 第５３号

        令和元年度事業計画
福 祉 バ ザ ー

各 部 会 活 動

 16号線

姉崎  潮見通り

 五井市街

丸亀製麺

⚫

⚫ ⚫
アピタ

千種小

⚫
包括支援センター

「しおみ」

センター・TEL  所 在                                      圏        域
 青柳 ①姉崎（姉崎、姉崎東1～3、姉崎西1～3、椎津の一部、

 524-1   畑木、今津朝山、白塚、柏原、姉崎海岸、千種1～4）
0436-26-5151 ②五井西（五井西、千種5～7、青柳、松ヶ島、岩崎、出津 他）

有秋台東 ①青葉台（青葉台1～8）
 2-3 ②有秋（有秋台東、有秋台西、椎津の一部、迎田 他）

0436-63-4016 ③五井南（島野 他）

 しおみ

たいよう

●保健師 鈴木 茜さん

昨年11月着任：担当は有秋全域及び

姉崎地区（青葉台、白塚、畑木）です。

●保健師 田村 春乃さん

本年4月着任：担当は姉崎地区（青葉台、白塚、畑木

を除く地区）です。

＊基本事業費とは、各部会や福祉バザー、小域福
祉ネットワーク、役員研修等の活動費です。

＊先駆的事業費とは、新しく取り組む事業に配
分される予算で、相談支援事業や災害支援事
業が該当します。

＊第２層協議体運営費とは、第１層の市社協に
対し、地区社協を２層とした生活支援等サー
ビスの提供体制の構築費です。

＊自主事業費とは、門前市への出店活動費です。
＊共済事業費とは、地区社会福祉協議会を構成

する14団体の内、12団体への活動助成金です。

●チームリーダー

福岡 淳子さん ( 3月末)

●保健師 半澤 なぎささん (10月末)

●保健師 藤本 紀子さん ( 3月末）

＊長い間、熱心なご指導を

ありがとうございました。

第52号（3） そ よ 風 令和元年7月1日第52号（2） そ よ 風 令和元年7月1日

姉
小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
毎

年
継
続
し
て
い
る
「
昔
遊
び
」

と
「
畑
作
業
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

『
昔
遊
び
に
つ
い
て
』

平
成
27
年
よ
り
毎
年

１
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
昔
遊
び

と
言
え
ば
、
「
竹
馬
、

竹
と
ん
ぼ
、
お
手
玉
、

け
ん
玉
、
紙
飛
行
機
、

折
り
紙
」
等
が
あ
り

ま
す
。
中
で
も
竹
馬

は
簡
単
に
作
れ
る
こ

と
か
ら
、
家
庭
の
遊

具
と
し
て
昔
の
子
供

は
ま
る
で
自
分
の
手

足
の
よ
う
に
使
い
こ

な
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
竹
馬
が
倒
れ

な
い
よ
う
に
支
え
て

や
ら
な
い
と
乗
れ
な

い
子
供
が
ほ
と
ん
ど

で
、
一
人
で
乗
れ
る

の
は
ク
ラ
ス
で
一
人

程
度
。
中
で
も
人
気

が
あ
る
の
は
「
竹
と

ん
ぼ
」
で
、
前
会
長
が
人
数
分

作
っ
て
く
れ
て
お
り
、
持
ち
帰

り
が
出
来
る
こ
と
か
ら
子
供
達

に
は
大
人
気
で
す
。

屋
内
よ
り
屋
外
で
の
遊
び
に

人
気
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
昔
遊

び
は
次
の
世
代
へ
と
語
り
継
い

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

『
畑
作
業
に
つ
い
て
』

畑
作
業
の
目
的
は
、
野
菜
を

育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供

た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
理
解
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

作
業
の
開
始
は
平
成
28
年
に

一
年
生
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を

植
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

学
校
の
授
業
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
耕
し
た
り
、
除
草
作
業

や
管
理
は
大
人
が
分
担
。

子
供
た
ち
は
種
蒔
き
や
植
え

付
け
、
収
穫
作
業
が
担
当
で
、

私
た
ち
は
い
つ
し
か
畑
の
先
生

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
（
そ
の
日
だ
け
・
・
・
）

今
年
は
、
一
年
生
は
サ
ツ
マ

イ
モ
、
二
年
生
は
き
ゅ
う
り
、

ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
六
年
生
が
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
植
え
付
け
、
風
防
止

の
支
柱
も
設
置
。
昨
年
の
収
穫

で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
50
キ
ロ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
１
０
０
キ
ロ
の
収
穫

が
あ
り
、
今
年
も
楽
し
み
で
す
。

ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
野

菜
を
見
る
だ
け
で
は
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
土
の
中
で
育
つ
根
菜

類
、
地
上
の
枝
に
実
る
果
菜
類

の
区
別
を
説
明
し
て
か
ら
作
業

に
入
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
食

べ
る
と
き
に
育
て
た
時
の
こ
と

を
思
い
だ
し
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
の
で
す
が
・
・
・

姉
崎
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
た
い
よ
う
」
が
、
市
の
配

置
計
画
に
よ
り
４
月
か
ら
有
秋
プ

ラ
ー
ザ
内
に
移
転
し
、
新
た
に
潮

見
通
り
に
「
し
お
み
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

介
護
保
険
な
ど
の
相
談
窓
口
が
左

表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
切
り
札
と
し
て
地

域
に
密
着
す
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
、
市
内
６
箇
所
か
ら
９

箇
所
に
増
強
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

も
の
で
す
。
「
広
報
い
ち
は
ら
」

四
月
号
で

も
既
に
ご

案
内
さ
れ

て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー

ビ
ス
や
困

り
ご
と
の

相
談
は
、

姉
崎
の
方

は
「
し
お

み
」
、
青

葉
台
の
方

は
「
た
い

よ
う
」
と

な
り
ま
す
。

詳
細
は

各
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い

合
わ
せ
下

さ
い
。

■
し
お
み

新
設
「
し
お
み
」
は
、
ア
ピ
タ
に

面
し
た
潮
見
通
り
沿
い
に
あ
り
ま

す
（
地
図
参
照
）
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ご
い
」
か

ら
の
キ
ャ
リ
ア
の
メ
ン
バ
ー
も
含

め
、
玉
井
所
長
以
下
こ
の
GW
中
も

オ
ー
プ
ン
し
て
皆
様
方
の
受
け
入

れ
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

■
た
い
よ
う

一
方
、
「
た
い
よ
う
」
は
、
有

秋
プ
ラ
ー
ザ
内
に
あ
り
ま
す
。

早
々
に
有
秋
プ
ラ
ー
ザ
内
の
改
修

工
事
と
引
越
し

を
終
え
、
中
島

所
長
を
中
心
に

ベ
テ
ラ
ン
メ
ン

バ
ー
を
揃
え
、

受
け
入
れ
態
勢

の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
し
た
・

・
・
・

姉小ネットワークと 姉崎小学校
次回は 青葉台小NWの活動紹介の予定

転

出

者

新

任

者

たいよう

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
変
更

姉
崎
小
学
校
区

小
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長

田
丸

榮
一

アネッサには、２人の保健師が常駐しています。更級５丁目にある保健センター内の「子育てネウボラ

センター」から派遣されています。妊娠期から子供の小学校入学時まで、健康相談や、教育・家庭訪問・健診事
業など、幅広く対応しています。ネウボラとは、「アドバイスの場」を意味するフィンランド語です。地域の皆様
が健やかに生活を送っていただけるよう支援しています。

あ
や
と
り

け
ん
玉

いも植えで 額にじわり 汗したよ！

初
め
て

鍬
を
使
っ
た
よ
！

しおみ


